
 

 

 

   

 

 

 

 

 

「夢ふくおかネットワーク」会報 Vol.54 

 

夢だより 

福岡市教育委員会 

発達教育センター 

【発行日】 

令和 5年 10月 11日 

写真 

【令和４年度の状況】 

■知的 6校の就労率 80.0％ ※昨年度 88.7％ 

（３年生５月時点 就労希望者の就労率） 

■ 職場定着率  

令和元年度卒業生（3年経過時点） 78.9％ 

令和２年度卒業生（2年経過時点） 88.9％ 

令和３年度卒業生（1年経過時点） 89.8％ 
 
※高等学校就職３年経過後 

 約 63％（H30年度卒業生） 

■実習現場の確保  

企業・A型・インターンシップ 

延べ件数 241件（実人数 168人） 
 

■夢ふく登録数 611件 ※昨年度より 63件増 

令和５年度「夢ふくおかネットワーク」総会・講演会を６月３０日（金）に福岡市立早良市民センターで

開催し、企業・事業所、保護者、教員、支援機関の方にご参加いただきました。 

第１部 総会 令和４年度活動報告・令和５年度事業計画（案） 

 

 

 

第１部 総会  

令和４年度活動報告・ 

令和５年度事業計画（案） 

第２部 講演会 

「JRパレットワーク株式会社が 

進める障がい者雇用の取り組み」 ↑教育委員会挨拶 

■【内 容】 

総会では、令和４年度の夢ふくおかネットワーク活動報告と令和５年度の事業計画について報告をしました。

令和 4年度卒業生は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、高等部３年間の職場実習の実施が減少し、働く 

上での自身の障がいの困りごとの把握や職種の選択など就労先の検討が難しい状況がありました。 

一方、令和元～令和３年度卒業生の職場定着率は職場実習をしっかりと行いマッチングを図っているため、高

等学校の卒業後３年経過後の職場定着率と比較しても高い状況です。ただ、卒業後３年以内の退職では、生活面

の課題が大きく影響している状況があります。今年度も実習先の確保及び生活面の課題等を踏まえ以下のような

活動を行いますので、ご協力よろしくお願いたし 

ます。 

 

 

 

 

 

令和 5年度 夢ふく取り組み（一部） 

令和５年度 総会・講演会（６月） 

教員向けセミナー（7・8月） 

一般社団法人 Bridge（ブリッジ）「就労支援について」 

株式会社プレナスワークサービス 「障がい者雇用について」 

特別支援学校「博多高等学園」 「就労に向けたカリキュラム等」 

生徒・保護者・教員向けセミナー ビジネスマナー講座（8月） 

株式会社平栄 障がい者しごと支援センター木の実 

生徒向けセミナー 株式会社セブン‐イレブン・ジャパン  

出前授業・社員研修体験（10月～） 

企業・保護者向けセミナー  

障がい者就労支援セミナー（10月） → P4参照 

福岡市立ブロック清掃技能検定（上級）（１１月） 

企業向けセミナー  

特別支援学校「技能見学会」及び教職員との「交流会」（ 11月） 

保護者（教員）向けセミナー 事例発表等（冬季） 

特別支援学校の職場実習のための面接会（2月） 

 



 

 

 

  

第２部 講演会「JR九州パレットワーク株式会社が進める障がい者雇用の取り組み」 

 

 

↑令和４年度総会・講演会 

（YouTube限定配信） 

↑生徒向けセミナー 

（ビジネスマナー講座） 
↑会報誌「夢だより」の発行 

社員一人ひとりが個々の能力を発揮できるような業務の振り分けを行い、指導

員が障がい者スタッフをサポートする体制を整えて、JR九州より依頼を受けた業

務を行っています。その障がい者雇用の取り組みについて、JR九州パレットワー

ク株式会社 取締役 企画部長 久冨 勝之 氏にご紹介いただきました。 

 

講師：JR九州パレットワーク株式会社 取締役 企画部長 久冨 勝之 氏 

 

 

会社概要 

私たちは、元気にあいさつをします。 

 私たちは、いつも清潔な身だしなみを心がけます。 

 私たちは、社会・会社のルールを守ります。 

 私たちは、お客さまに喜んでいただける仕事をします。    

 私たちは、仲間を思いやり、行動します。 

 私たちは、毎日の目標を持って、仕事に臨みます。 

 私たちは、初めての仕事にも積極的に挑戦します。   

 

 

ＪＲ九州パレットワーク株式会社は、2019 年４月１日に設立、博多区にあるＪＲ九州が入居するオフ

ィスビルに事務所を設け、2020 年４月１日に会社の１期生となる福岡市内の特別支援学校を卒業した 6

名のスタッフの入社とともに事業を開始し、2020 年５月 25 日にＪＲ九州を親会社とする特例子会社と

して認定を受けました。 

 ・個性が最大限に活かされる業務・事業の実現 

・個々の能力に応じたきめ細やかな指導の充実 

・長期就労を支援する環境づくり 

会社の思い 

企業理念 

私たちは一人ひとりがいきいきとした未来

を描きます。 

「おこない」 

Okonai  

 

「目指す姿」 

Okonai  

 

親会社である JR九州の社風、そして DNAで

ある「誠実」という観点をもとに、社会人とし

ての基本的なビジネスマナー・スキルを重要視

し企業理念を設定しています。 

令和４年度 夢ふくおかネットワーク事業の取り組み 

 

JR九州パレットワーク株式会社は、JR九州を親会社とする特例子

会社で、JR 九州における障がい者雇用の促進と長期的な雇用安定を

図るために設立されました。        

取締役 企画部長  

久冨 勝之 氏 

（目指す社員像） 

 



 

  

 

事業所と業務内容 

 

  

・清掃・ベットメイキング 

・郵便物、社内メールの振り分け 

・ポスターの発送業務 

・「ななつ星 in九州」アメニティ

準備 

・名刺・資料印刷 

・PCデータ入力 など 

・社員研修センター内の清掃

業務 

・JR 九州社員の制服管理・仕

分け業務 

・農園の管理業務 

 

業務外の活動 

スタッフのフォロー体制 

JR九州パレットワーク株式会社では、入社１年目の新人スタッフに対しては、毎日の業務開始前と終了

後に面談を実施して体調や気分の状態を確認し、２年目以降は毎月月末に振り返り面談を実施するととも

に、日常の業務を通して発生した案件等があれば、個別に話を聞いて対応しています。また会社で独自に

作成したセルフケアシートを活用し、体調や気分の状態をデータ化して客観的に把握し、面接の中でフォ

ォローをしています。そして出身校の特別支援学校や、支援機関とも連携を行い、スタッフの長期就労を

目指しています。 

■「雇用企業インタビュー」として夢だより Vol.42に JR九州パレットワーク株式会社を掲載していま 

す。福岡市発達教育センターＨＰに掲載していますので合わせてご覧ください。 

・勉強会の実施（社外講師含む） 

・目標の設定と振り返り 

・JRK活動（JR九州改善活動） 

・研修旅行 

・委員会活動 

・健康増進に向けた取り組み 

（歩活・ストレッチ・食活など） 

・社内報「パレット情報局」  

・イベント 

・ 

JR九州パレットワーク株式会社では様々な業務以外の活動

を行っています。勉強会は年間教育計画を立て、社会人として

の自覚や給与の意義、またお金の管理や体調管理など、自立し

て一人の社会人として生活できるような内容で実施していま

す。また JR九州改善活動（JRK活動）では業務に関すること

についてテーマを設定し、その改善に向けて取り組んだ活動

内容を発表し、ＪＲ九州グループ全体の大会で表彰を受けま

した。 

博多事業所

 

門司事業所 
 JR 九州パレットワーク株式会社

は、本社機能のある博多事業所と門

司事業所の２か所があり、業務は親

会社である JR 九州より依頼を受け

たものを行っています。 

博多事業所では、JR九州の列車の

乗務員が使用する業務員宿泊所等の

清掃・ベットメイキングの仕事や観

光列車「ななつ星 in九州」のアメニ

ティの準備など様々な業務を行って

います。 

2023 年４月より事業を開始した

門司事業所では、JR九州社員研修セ

ンターの施設内の清掃作業を中心に

社員の制服管理・仕分けや敷地内に

ある農園の管理を行っています。 

各事業所にはスタッフを支援する指導員が配置され、各種業務はそれぞれの作業ごとに基本の流れをマ

ニュアル化し、初めて業務を取り組む際には、マニュアルを見ながら覚えられるようにしています。 

業
務
外
の
活
動 

 

【仕事内容】 

・清掃・ベット

メイキング 

 

【仕事内容】 

事業所と業務内容 



  

 

 

福岡市教育委員会 発達教育センター 

福岡市中央区地行浜 2 丁目 1-6 

T E L   092-845-0015   F A X 092-845-0025 

E-mail  yume_network@city.fukuoka.lg.jp   

H P    http://www.fuku-c.ed.jp/schoolhp/hattatuc/ 

 

「夢だより」についての 

ご感想、ご意見などを 

お寄せください。 

 ※左記参照 

令和５年 6月２７日に福岡市立特別支援学校「博多高等

学園」にて、障がい者雇用普及促進セミナーを開催しまし

た。このセミナーは福岡市職員を対象としており、市職員

の障がい者雇用への理解をさらに深め、障がい者インター

ンシップ事業の拡大を目的としています。 

 

 障がい者雇用普及促進セミナー開催しました！！ 

セミナー当日、参加者は学校のカリキュラムや卒業生の就労状況について説明を受けた後、作業学習の

様子を見学しました。生徒は各作業班の説明を行い、質問にもはきはきと答え、参加者だけではなく生徒

自身も多くのことを学習したようでした。 

博多高等学園ではこのような見学や職場実習などの機会を通して、企業や地域の方々から刺激を受け、

卒業後の就労に向けて日々学習をしています。今後とも特別支援学校高等部生徒の就労についてご協力い

ただきますようお願いいたします。 

 

セミナーの会場となった特別支援学校「博多高等学園」

は、福岡市が企業就労を目指す特別支援学校として平成 16

年４月に開校した高等部単独設置の学校です。これまで就

労に特化したカリキュラムで教育を行い、多くの就労実績

を挙げ評価を受けてきました。 

 

↑福岡市立特別支援学校「博多高等学園」 

セミナー開催のお知らせ 

令和 5年度 障がい者就労支援セミナー 
オンライン 
生配信 

日時 2023年 10月 26日 (木)  ※申込締切 10月 19日 (木) 

 

▶ 配信方法  Zoomウェビナー利用  

▶ 申込方法  入力フォーム、または FAXでお申込ください。 

※FAX用紙はこちら http://fc-jigyoudan.org/syuro 

  

 

申込専用 2次元コード  ▶ ▶ ▶  

(アクセスするとお申込みフォームが開きます)  

『ASDの若者たちへの就労支援 ～精神科医としての実践から～ 』   

【講師】児童精神科医・ 千代田クリニック院長・ iPEC 所長  吉田 友子氏 

 

http://fc-jigyoudan.org/syuro

